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遷移金属分子触媒による
有機化合物の骨格形成法と修飾法の開拓

研究業績概要

有機合成化学における新しい概念や現象を含む触媒反応を開

発し、世界を牽引する卓越した成果を挙げてきた。 特に、炭素

－水素結合を利用した直截的合成反応は、革新的な分子変換

反応であり、有機合成化学における新しい潮流が生み出された。

これらの成果は有限資源の利活用や精密合成まで、物質創成

に広く貢献する有機合成化学の無限の可能性を示したものであ

る。



新しい潮流を生み出した。

不斉水素化の時代
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Fe-触媒クロスカップリング反応の開発

Ni-触媒クロスカップリング反応の開発

Pd-触媒クロスカップリング反応の開発

Li(村橋ら), B(鈴木ら), Si(檜山ら),
Zn(根岸ら), Sn(右田,Stilleら)試薬

との反応が相次いで開発される

Mo-触媒メタセシス反応の発見

Ru-触媒メタセシス反応の発見

有機合成化学の流れを変えた重要な反応

第一分類 第二分類

Ru-触媒による高効率・高選択的
C-H結合のアルキル化の開発

Rh-触媒による不斉水素化反応の開発

Ru-触媒による不斉水素化反応の開発

カナダ Queen's大学

Victor Snieckus教授が

IUPAC会議（2003年）で

有機合成化学の革新の変遷を分類

アメリカ UC Berkeley
Robert G. Bergman教授が

環太平洋国際会議（2005年）で

有機合成化学の革新の変遷を分類

クロスカップリングの時代

メタセシスの時代

Ｃ－Ｈ切断の時代

Pd の時代

Rh の時代

Ru の時代

Kochiら

玉尾, 熊田, Corriuら

野依, Halpernら

野依ら

Schrockら(2005年ノーベル化学賞）

Grubbsら(2005年ノーベル化学賞）

村井ら

Noyori,Grubbs,
Murahashi,Murai

Murai


